令 和 3 年 度 第 1 回 岩手 県 I LC 推進 本 部 会 識 








日 時 : 令 和 3 年 5 月 10 日 ( 


会 場 : 第 一 応接 宣 





月 ) 9:30~10:10 


開会 

本 部 長 挨拶 

議事 
FC28 人 4 覆 今 近 内 の 動 間 eineeattausesese で tie ae a 
令 和 2 年 度 に お ける 取組 実績 SO ジー ミク 
令 和 3 年 度 に お ける I 工 C 推 進 の 具体 的 な 取組 内 容 ………・・ 14 ペー ジ 


その 他 


閉会 
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ILC 計 画 に 係る 国内 外 の 動向 
主 な 動向 
2019 年 
3 月 国際 将来 加速 器 委員 会 (1 CF A) の 会 議 に お いて 、 日 本 政府 が 初め て I LC 計画 へ の 関心 を 表明 し た 。 
2020 年 
2 月 [ I CF A 会 議 ] 
NG 米 区 と の 意見 交換 の 実施 や 現状 誰 識 等 に つい て 発表 し 、 改 め て I LC へ の 関心 を 表明 し た 。 
・I CFA が 、 建 設 準 備 期間 移行 に 向け た 、 高 エ ネル ギー 加速 器 \ 人 研究 機構 (KEK) を 中 心 と し た 国際 推進 チー ム の 設立 
を 提言 Pi 
6 月 ・ 欧 州 素 粒子 物理 戦略 に お いて 、 日 本 に お いて I L C と が タイ ムリ ー に 進め ば 、 欧 州 は 1 LC に 協力 する こと 等 が 明記 され た 。 
・KEK が 「ILC プ ロジ ェクト の 4 段階 」 を 公表 。※ 次 頁 参 照 
8 月 2 月 の TICFA の 提言 に 基づき 、 研 究 者 コミ ュ ニ ティ に より KEK を 拠点 と し て 1 LC 国際 推進 チー ム が 設立 され 、 1 LC 準 
備 研究 所 設立 に 向け た 活動 を 開始 し た 。 
関係 自治 体 や 大 学 等 に より 東北 I LC 事業 推進 セン ター が 発足 し 、I LC 国際 推進 チー ム の 活動 に 呼応 し 、 建 設 準備 の 
た め の 実 務 的 な 調査 検討 を 開始 し た 。 
10 月 国際 会 議 AW LC(Americas Workshop on Linear Colliders) 2020 で 、 米 国政 府 (エネ ルギー 省 、 国 務 省 ) が I LC に 対す 
る 強い 関心 や 支持 、 国 際 協 議 継続 の 姿勢 を 表明 し た 。 
12 月 令 和 3 年 度 政府 予算 案 公 表 【 文 部 科学 省 : 4.8 億 円 】( 令 和 2 年度 と 同額 ) 
・ 先 端 加 速 器 の 低 コ スト 化 に 向け た 基盤 技術 開発 3.2 億 円 
・KEK 運 営 費 交付 金 の 内 数 1.6 億 円 
2021 年 
3 月 国際 会 議 LCWS (International Workshop on Future Linear Colliders) 2021 で 、 I LC 国際 推進 チー ム に よる 準 
備 研究 所 に 関す る 検討 状況 等 に つい て 報告 され た 。 
5 月 I 上 C 国 際 推 進 チ ー ム に より 、1I LC 準備 研究 所 設立 に 関す る 提案 書 (暫定 ) が 公表 予定 。 























I LC 国際 推進 チー ム に つい て 
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( 令 和 2 年 8 月 5 日 KEK 公表 資料 より ) 


「【 構 成 と 機能 】 
( ・E B は 議長 及び 3 地域 (米州 、 ア ジア 太平 洋 州 、 欧 州 ) 
の 代表 者 3 名 及び 3 名 の 職務 上 の メン バー で 構成 


: 【 任 務 】 
I LC 準備 研究 所 に 向け た 準備 を 行う こと 。 








ILC プ ロジ ェクト の 4 段階 


ICFA の 下 で 国際 推進 チー ム 発 足 、KEK が ホス ト 
(1-1.5 年 ) 


2020 年 8 月 
国際 推進 チー ム 






世界 の 研究 所 閣 で ILC 準 備 研 究 所 設立 、KEK が ホス ト 


第 2 段階 ILC 準 備 研 究 所 (4 年 程度 ) 








政府 問 合 意 に より ILC 研 究 所 設立 


第 3 段階 ILC 研 究 所 に よる 建設 (10 年 程度 ) 





第 4 段階 ILC 研 究 所 に よる 運用 (20 年 以上 ) 





ヽ 三 = 竹 ミ へ 、 


な が 議 議 


に より 、ILC 実 現 へ の 道筋 が 明確 に な っ た 。 


際 的 





※2021 年 末 ま で の 完了 を 想定 。 


・I LC 準備 研究 所 の 役割 と 組織 の 明確 化 

・ 加 速 器 、 物 理 ・ 測 定 器 の 研究 開発 、 工 学 設計 等 

・ 1 LC 準備 研究 所 に 必要 な リソー ス に 関し て 各国 の 大 学 、 
研究 所 等 と 折衝 

・I し C 準 備 研究 所 設置 に 関し て 、 各 国 当局 の 議論 を 支援 す 
る た め に 必要 な 情報 を 提供 








令 和 2 年 6 月 26 日 KEK メデ ィ ア サロ ン 資 料 よ り 


(3) 東北 1I LC 事業 推進 セン ター に つい て 


【 設 立 】 令 和 2 年 8 月 6 日 
東北 I LC 事業 推進 セン ター 


東北 大 学 、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 立 大 学 
_ 宮城 県 、 仙 台 市 、 気 仙 沼 市 
協力 登米 市 、 栗 原市 、 大 崎 市 


国内 研究 者 岩手 県 、 盛 岡市 、 大 船渡 市 
SE 花巻 市 、 北 上 市 、 遠 野市 
ー 関 市 、 陸 前 高田 市 、 奥 州 市 


金ケ崎 町 、 平 泉町 、 住 田町 
(RS 西 和賀 町 参加 予定 ) 
岩手 県 国際 リニア コラ イダ ー 推進 協議 会 


代表 
連 岩手 県 立 大 学 鈴木 学長 


全国 的 8/6 東北 | LC 事業 推進 セン ター 設立 総会 
推進 団体 
【 目 的 】 


I LC 国際 推進 チー ム に 協力 し 、I LC の 受入 環境 整備 等 に つい て 実務 的 
に 検討 を 行う こと 。 











【 取 組 項目 】 
・ 地 域 主導 で 取り 組む べき 課題 の 検討 
・ 研 究 者 及び 家族 等 の 受入 れ や 定住 に 対応 し た 体制 及び まち づく り の 検討 
・ 地域 住民 の 理解 促進 活動 
・ 自 然 環境 や 社会 、 経 済 等 へ の 影響 に 係る 検討 
・ 地 域 資 源 の 活用 及び 地域 の 振興 に 向け た 検討 
・ 加 速 器 関連 産業 の 振興 方 策 の 検討 
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令 和 2 年度 に お ける 取組 実績 
(1) ILC 実 現に 向け た 取組 
ア 国 へ の 働き 掛け 
画 令 和 3 年 度 政 府 予算 等 に 関す る 提言 ・ 要 望 (R2.11.17) 
く 要 望 事 項 タ 
1 国際 リニア コラ イダ ー (1I LC) の 実現 
I し C の 実現 に 向け て 、 国 際 的 な 議論 を さら に 推進 
し 、 日 本 政府 と し て 早期 に 意思 表明 を 行う と と も に 、 
[し C を 我が国 の 科学 技術 の 進展 、 さ ら に 、 産 業 ・ 情 
報 ・ 技 術 の ネッ トワ ー ク 形成 、 震 災 復 興 、 成 長 戦略 、 
地方 創 生 等 の 柱 に 位置 付け 、 関 係 省庁 横断 の 体制 を 強 
化し 、 国 内 議論 を 加速 させ 、 [し C 準 備 研 究 所 の 設立 
に 向け て 積極 的 に 対応 する よ う 要 望 し ます 。 


イ 国民 ・ 県 民 理解 の 増進 
( ア ) 講演 会 等 の 開催 










; に 

困 | 紙 庄 人 
・12:30 一 14:30 EE K 
112:30~14:30 | - 集 パ 


ILC 実 現に むけ た 日 本 の 研究 者 の 取組 み で WW (WW なあ コント ロー ンター 
TO are 其 化 加 ゃ 





Em で 


進 状 況 に つい て 
人 骨 生 の 核 と な る ILC 計 画 = 
rs esaiiisremdrn に 妥 
= アコ [まま りす ] 





9/24 ILC 講演 会 








【 政 府 予算 要望 】 
GI RS CE 
11 月 17 日 

【 自 由 民 主 党 要望 】 

11 月 17 日 

【 北 海道 東北 地方 知事 会 提言 】 

8 月 、10 月 





6/10 文部 科学 省 上 野 通 子 副 大 臣 と の Web 面会 


) ラテ ・ [LC 講演 会 (Web 開催 
1 に の な 信 9 月 24 日 (633 名 聴講 ) 


岩手 県 国際 リニア コラ イ ダー 推進 協議 会 と 共催 


・6 月 ガイ ドラ イン シリ ー ズ ⑥⑤「 I LC の 安全 管理 」 
作成 (東北 I LC 準備 室 と 連携 ) 

※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 に より 中 止 し た ILC 解 
説 セ ミナ ー の 申込 者 に 個別 送付 等 


( イ ) メデ ィ ア ・ コ ミュ ニケ ーション 






ーー 


(岩手 県 立 大 学 鈴木 学長 ) 


( ウ ) 県 内 プロ スポ ボー ツチ ー ム と 連携 し た PR 


9/15 岩手 ビッ グ ブ ルズ の 選手 に よる 勉強 会 





6/19 欧州 素 粒子 物理 戦略 公表 に 関す る 記者 レク 





・6/19 欧州 素 粒子 物理 戦略 公表 に つい て 、 鈴 木 岩手 





県 立 大 学 学長 が 記者 レク を 実施 し 、 I LC 計画 に 対 
し 、 欧 州 の 協力 姿勢 が 明確 に 示さ れ た こと 等 に つい 
て 説明 


・ 県 内 プロ スポ ー ツ チー ム と タイ アッ プ し 、 TI LC 


の ブー ス 出 展 等 を 実施 。 (文化 スポ ー ツ 部 と 連携 ) 
いわ て グル ー ジ ャ 盛岡 (19 回 ) 

岩手 ビッ グ ブ ルズ (6 回 ) 
釜石 シー ウェ イブ ス (3 回 ) 


( エ ) 県 の 取組 ・ イ ベン ト 
a 岩手 1 し C 連 携 室 オー ブン ラボ の 公開 等 


・ オ ー プ ン ラ ボ 一 般 公開 
3 回 (来場 者 計 126 名 ) 
オー アン ラボ で の 講演 
7/30 水沢 工業 高校 、9/17 九戸 中 学校 、 
10/10 黒沢 尻 北 高校 ( 計 89 名 ) 





7/30 オー プン ラボ で の 講演 (水沢 工業 高校) 10/10 オー プン デー 


b イベ ント 等 へ の 出展 に よる PR 





第 1 問 ・ 10 月 一 11 月 
rd VACUUM2020 真空 展 (オン ライ ン ) 
= a 内 
国際 リニア コラ イダ ー と 呼ば れ て いま す [日 本 真空 工業 会 他 ] 
国際 リー アコ ライ ダー と は どん お も の ? ・ 12/13 
いわ て メイ カー 展 


[ファ ブ テ ラ ス い わ て ] (盛岡 市 ) 


) 乗物 2 名 宛 設 有 訴 2 グラ コン 
pe W ワッ ジ に ・12^ 1 月 
& いわ て Society5.0 フェ ア (オン ライ ン ) 
[科学 ・ 情 報 政策 室 ] 





9/5 農業 研究 セン ター 参観 デー 11 月 サイ エン ス ア ゴ ラ 2020 


[科学 技術 振興 機構 ] 
(小学 生 向け クイ ズ : YouTube) 


d 広域 振興 局 の 取組 
【 盛 岡 広域 振興 局 】 









= 
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10/20 出前 授業 (盛岡 市 立見 前 南 中 学校) 








2/18 ILC 講演 会 (ILC 解説 普及 員 派遣 事業 ) 


【 県 南 広域 振興 局 】 


国立 天文 台 水 沢 & 県 南 広域 撫 姓 局 合同 企画 展示 


REE RTR ; 1 
企画 展示 「 宇 宙 x 1 LC」 水沢 工業 高校 と の コラ ボ に よる | LO 模型 展示 


(国立 天文 台 水沢 と 連携 ) 


・ 小 中 学生 向け 出前 授業 及び 実施 回 数 増加 に 向け た 教 


員 の 理解 促進 
9/5 盛岡 中 央 高校 附属 中 学校 ( 約 130 名 ) 
10/20 盛岡 市 立見 前 南 中 学校 ( 約 120 名 ) 
11/25 滝沢 市 立 一 本 木 小 学校 (24 名 ) 
2/ 3 盛岡 市 立 城 西 中 学校 ( 約 100 名 ) 





・ 講 演 会 、 セ ミナ ー 等 へ の I LC 解説 普及 員 の 派遣 
・ 盛 岡 駅 前 歓迎 塔 へ の 看板 掲出 
・ 啓 発 物品 の 配布 


・ 医 療 通訳 者 養成 研修 会 の 開催 


1/17、1/24 ( 計 27 名 ) 





・ 企 画展 示 「 宇 宙 X ILC」 の 開催 


(12 月 て 3 月 管内 8 市 町 で 巡回 展示 ) 


・ 中 学生 向け 出前 授業 の 開催 


8/24 遠野 東 中 学 校 (59 名 ) 


(2) 受入 体制 の 整備 
ア 国際 研究 拠点 の 形成 支援 


( ア ) 





( イ ) 


( ウ ) 


港湾 ・ 道 路 


・I 上 LC を 契機 と し た まち づく り の 方 向 性 に つい て 、 関 係 室 課 と 情報 共有 ・ 意 見 交換 を 実施 。 


台 己 


・[ LC の 機器 輸送 に 係る 県 内 港湾 の 利 活用 の 可能 
性 や 建設 地 ま で の 機材 搬送 主要 2 ルー ト の 現状 を 
確認 し 、 課 題 (道幅 、 高 さ 、 重 さ ) の 整理 を 実 
施 。 

・ 一 関 市 、 大 船渡 市 等 と 意見 交換 (9/30、3/23) 





海上 コン テ ナ 運 搬 車 両 に よる 


大 船渡 港 
公道 走行 実証 実験 


まち づく り 
モビ リティ ぐ や 情報 通信 の 先端 技術 を 取り 入れ た 居住 コミ ミュ ニテ ィ 等 の まち づく り モ デル 検討 に つい て 、 関 係 団体 と 意見 交換 を 
12/ 7 先端 加速 活 科 学 技術 推進 協議 会 


環境 アセ スメント 
環境 アセ スメント に つい て 、 関 係 室 課 及 び 関 係 機関 と 情報 共有 ・ 意 見 交換 を 実施 。 
7/17 環境 省 大 臣 官 房 環 境 影響 評価 課 
7/29、11/5、3/31 ほか KEK 
8/19 山梨 県 リニア 交通 局 


ン | 





実施 


イ イノ ベー ショ ン の 創出 ~ 加 速 器 関連 産業 の 振興 、 参 入 支援 > 
( ア ) 加速器 関 連 産 業 の 集積 促進 


CERN - 欧州 の 技術 協力 
知見 ・ 技 術 の 伝達 ! 起業 の 支援 産業 と の 達観" 


sease Trent 


here eee Ohaar ie 






の 


1/21 「 チ ャ レン ジ 部 」Ansys 操作 実習 11717 大 学 等 その 意見 交換 会 





・I LC 技術 セミ ナー 開催 (4 回 : オン ライ ン ) 


7/16 (70 名 )、 9/23 (144 名 )、 
11/26 (11 名 )、2/ 4 (122 名 ) 


・ 加 速 器 ユー ディ ネー ター 等 に よる マッ チン グ と その 


後 の 技術 文 援 等 を 実施 
「 い わ て 加速 妖 関 連 産業 研究 会 」 の 会 員 企業 が 、 
次 世代 放射 光 施 設 (仙台 市 ) 関連 の 受注 に 成果 


・KEK か ら の 学術 指導 を 受け 、 超 伝導 加速 空 油 の 低 


コス ト 製 造 技術 開発 を 実施 (県 工業 技術 セン ター) 


・ ク ライ オモ ジュ ー ル の 人 架台 を 自動 制御 する 装置 を 共 


同 研 究 (一 関 工業 高等 専門 学校 と 県 内 企業 ) 





・ い わ て 加速 笑 関 連 産業 研究 会 に 「 チ ャ レン ジ 部 」 を 


設置 し 、 熱 伝導 な ど を 解析 する ソフ ト 「Ansys (アン 
ジス)」 の 操作 実習 を 実施 (延べ 4 名 ) 


・I LC を 核 と し た イノ ベー ショ ン 創 出 拠点 の 形成 に 





向け 、 岩 手 医 大 ・ 岩 手 大 ・ 岩 手 県 立 大 ・ い わ て 産業 
振興 セン ター・ 県 に よる 意見 交換 等 を 実施 


ウ ILC に よる エコ 社会 の 実現 
( ア ) 岩手 大 学 や 民間 企業 と の 共同 研究 の 推進 


ハス クレ イ と は 
" Hh (ame 


am mm iam asm am 
| ファンデ ル ワ ー ルス カ 
















ハス クレ イ に よる 蓄熱 ・ 放 熱 の 仕組 み レー 


( イ ) グリ ー ン 1I LC 普及 啓発 





ザー 計測 に よる 樹高 推定 イメ ー ジ 





地域 熱 エ ネル ギー 


§ 
用 





! 運転 排 熱 50~100°C 


"ハス クレ イ を 利用 し た で 


灯油 WS 
使用 量 削 減 ノ 熱電 要 施 設 


ea, 


し 


ILC GR : 





ハス クレ イ 
小型 容器 


地域 熱 循環 モデ ル い ER 
| 吉 
マネ ジメント 会 社 


・ 大 学 、 民 間 企 業 に よる 技術 開発 等 














大 型 木造 建築 物 (仙台 市 内 ) 


3/17~21 第 7 回 グリ ー ン ILC セミ ナー 


(YouTube) 
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の 取組 を 推進 
森林 資源 解析 、 排 熱 の 有効 活用 、ILC 施 設 の 木造 化 等 
【 排 熱 の 有効 活用 】 

薔 熱 吸着 材 (ハス クレ イ ) に よる オフ ライ ン 輸 送 
の 研究 (小型 容器 の 開発 ) を 実施 し 、 共 同 研 究 の 成 
果 を 9/3 日 本 加速 器 学 会 年 会 で 』 a 文 発表 。 

【 県 産 木材 等 の 地域 資源 活用 】 
i 
共同 研究 の 成果 (赤色 立体 地図 の 作成 ) を 9/3 
昌和 『 学 会 年 会 で 論文 発表 。 

I LC 建設 候補 地 に 隣接 する 気仙 地区 の 企業 訪問 

を 実施 。 (10/2 大 船渡 市 、 陸 前 高田 市 ( 各 1 社 ) ) 


・ グ リー ン TI し LC セミ ナー の 開催 


12/17 (オン ライ ン ・ 130 名 聴講 ) 

大 型 木造 建築 物 の 地域 へ の 波及 効果 等 
3/17 へ ~21 (YouTube 配信 : 147 名 申込) 

I LC 施設 か ら 生 じ る 排 熱 の 有効 利用 等 


工 


海外 研究 者 の 受入 環境 整備 


wm Upon ariving in Japan 日本 に 入国 し た ら P1 

(1) Resident registration 住民 登録 P2 

QQ) Nohficahon of change of address within Oshu City, or 転居 ・ 転 入 ・ 転 出 時 の 届出 
moving into or out of the city P3 

(3) Formahihes related to residence in Japan etc. (Formalities 在留 手続 き な ど ( 出 入国 在留 管 


at the Immigraton Bureau) 

(4 Notifications regardmg family register(births, deaths. 
mariages, 中 vorces) 

(5) National Health Insurance (pubhc medical mmsurance) 


理 庁 で の 手続 き ) P4 
戸籍 届出 (出生 ・ 死 亡 ・ 婚 如 離 


婚 ) Pe 
国民 健康 保険 ( 公 和 的 医療 保険 ) 
P8 


(6) National Pension (pubhc pension plan) 国民 年 金 ( 公 的 年 金 制度 ) P10 
(⑦ Taxes 税金 P12 


(1) Housmg (renhng housmg. necessary expenses, public 
(mumicipalprefectural) housmg. etc.) 


住宅 ( 家 を 借り る 時 ・ 必 要 経 
費 ・ 公 営 住宅 等 ) P15 


外国 人 向け の 行政 手続 等 の 案内 資料 (モデ ル 版 ) 


8/20 地域 国際 化 人 材 育成 研修 会 
(一 関 市 国際 交流 協会 News Letter Vol.3 より ) 


Cizens' Affairs Division (Tel) 0197-34-2912 


According to Japanese law, foreign nationals who stay in Japan for more 
than three months must register as residents, by completing resident 
Tegistration formalities at the administrative office of the municipality 
(cityfward'town/village) in which they have taken up residence. Wh 
Tesident registration completed foreign nationals are eligible to receive 
medical. welfare and educational services, and other services provided by 
the mumcmpahty in which they have registered. 


WN Registration upon entry to Japan 


Tf you have been issued with a Residence Card at the port of entry, bring 
the Card with you to the City Office and complete the formalities for 


市 民 課 (電話 ) 0197-34-2912 


日 本 に 3 ヶ月 を 超え て 適法 に 在留 す 
る 外国 人 は 、 te 
で 住民 登録 の 手続 き を し な けれ ば な 


る こと で 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 


ービス を 受け る こ 





入国 に よる 登録 


入国 稚 で 在留 カー ド が 交付 され た 
は 、 住 民 登録 の 手続 き に 在留 カー ド 


resident registration. If at the port of entry, Your passport has been が 必要 で す 。 


stamped wth a statement to the effect that your Residence Card wl be 
1ssued at a later date. please visit the City Office, with your passport, to 
complete your resident registration. Your Residence Card will be sent to 
the registered address at a later date. 





住所 
留 カー ド が 送ら られ て きま す 。 


ae 
CT 


Pi 





11/10 多 文化 共生 推進 講演 会 
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・ 外 国人 向け の 行政 手続 等 の 案内 資料 (英語 ) の モデ ル 
版 を 作成 (奥州 市 と 共同 作成 ) 
・ 音 声 翻訳 機 の 活用 に つい て 検討 する た め 、 医 療 機関 等 
に お いて 試行 を 実施 (一 関 市 、 大 船渡 市 と 連携 ) 
MO 
に お いて 、 公 立 小 中 学校 で の 外国 人 児童 ・ 生 徒 
の に つい て の 調査 検討 を 継続 


・ 地 域 国際 化 人 材 育 成 研 修 会 (岩手 県 国際 交流 協会 主 
催 ) に お いて 、 IT LC に 関す る 講演 (講師 派遣) 
8/9 盛岡 市 、8/20 北上 市 、8/26 大 船渡 市 、 
8/27 二戸 市 


・11/10 多 文化 共生 推進 講演 会 (奥州 市 と 共催 ) 
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オ 交流 人 口 の 拡大 、 科 学 技術 教育 水準 の 向上 
( ア ) LC に 関連 する 教育 ・ 人 材 育 成 の 推進 
ーー 








・「[ LC 推進 モデ ル 校 」 の 取組 を 支援 (0 校 ) 
I LC に 関す る 講演 会 (4 校 ) 
I LC 関連 施設 見 学 ・ 研 修 (4 校 ) 
特定 課題 の 研究 ・ 実 習 (7 校 ) 
2/17 成果 交流 会 開催 


・「 い わ て の 高校 生 サ イエ ンス エン ジニ アリ ング チャ 
レン ジ ・ コ ン テ ス ト fFor ILC」 の 開催 
5 校 7 チ ー ム が 参加 





a 
12/3 ILC 推進 モデ ル 校 で の 講演 会 
(盛岡 工業 高校 ) 





・ コ ン テ ス ト の 優勝 チー ム に よる 先端 研究 施設 派遣 研修 
を 実施 (3/14 て 17) 

JーPARC (茨城 県 ) 

カム ラン ド (岐阜 県 ) 

カミ オカ ラボ (岐阜 県 ) 





3/15 J-PARC 研修 


( イ ) 岩手 の 魅力 ( 食 、 観 光 、 生 活 等 ) 








3 月 5 日 
21 日 (日) 17 時 まで 関 修了 予定 で す ! 
目 で す の で 、 閉 様 の 登 如 を お 持ち し て お り ま 


| |! 」 1 kd Il 
グ クリー ツジ !LC セミ ナー 
( 吾 当 大学 胡 18 回 中 通 栗 司 学 末 語 セミ ブー) 
74 PE pk7】 < 





Twitter 岩手 &1LC 


リリ /) 
/ 





7/ 


西洋 野菜 


(ケー ル ) 栽培 の 様子 (一 関 市) 








THE KITAKAMI TIMES 
と も ちの まち 「 一 関 」 一 





建設 候補 地 周辺 の 地図 を デザ イン 
し た ティ ッシュ ボッ クス 
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・SNS や ホー ムペ ー ジ に より 、 岩 手 の 食 写 観光 等 の 


情報 を 国内 外 に 発信 。 


【 国 内 向け 】 
Twitter 「 岩 手 &ILC」 
フォ ロワ ー 約 1, 300 人 、 情 報 発信 439 回 


Facebook 「 岩 手 &I LC」 
フォ ロワ ー 約 1,200 人 、 情 報 発 信 234 回 


【 海 外向 け 】 
Twitter 「Iwate & ILC」 


フォ ロリ ワー 約 300 人 、 情 報 発信 70 回 
ホー ムペ ー ジ 「THE KITAKAMI TIMES」 発行 25 回 


・ 地 元 企業 と の 連携 に より 、 建 設 候補 地 周辺 の 地図 を デ 
ザイ ン し た ティ ッシュ ボッ クス を 作成 (今後 イベ ント 
等 に お いて 配布 予定 ) 


3 令 和 3 年 度 に お ける I LC 推進 の 具体 的 な 取組 内 容 
(1) 今後 の 見 通し 
2020 2021 2022 
> | 移行 (1<15 年 )。 。 愛 準備 (4 年 ) 建設 (10 年 ) 運用 ・ 実 験 (20 年 ) 
ILC 準 備 研究 所 し 
へ LC 傘 チー ム (DT | 〇 研究 所 間 の 合意 に より 設置 | LLC 研究 所 
2 I FT 間 EO | (国際 法人 ・ 事 業 主体 ) 
の 【ILC 準 備 研 究 所 設立 に 向け た 準備 】 / | @ 最終 工学 ・ 現 地 設 ョ [ | 
見 @ の 家 ¢ | 人 環境 影響 評価 | 国際 共同 実験 チー ム に 
@⑯ 加速 器 及び 物理 ・ 測 定 器 の 研究 開発 、 工 学 設 グ | @ 鋭 術 開発 ! よ る 実験 開始 
し e 各国 の 大 学 、 研 究 所 等 と の 折衝 / MR | 
ss od En a a | 7 
議 ” 国内 建設 政府 間 合 意 
1 = スハ ーー \ ! 
| 区 府 間 意 見 交換 ・ 中 i | 話 約 . 協 中 | 
O5 月 準備 研究 所 設立 に 関す る 提案 書 公表 (1DT) 】 
Og 月 政府 予算 概算 要求 / 
Lc i MI VR 
(2) ILC 実 現に 向け た 取組 
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項目 令 和 3 年 度 の 取組 の 方 向 性 


具体 的 な 取組 内 容 





国 へ の 働き か け |・ ILC の 建設 準備 を 見 据え 、 国 内 外 の 動向 に | ・ 日 本 で の IL 上 LC の 実現 を 目指 し 、 


臨機 に 対応 し 、 超 党派 国会 議連 や 推進 団体 、 地 | 完 所 の 設立 に 


i 


A 
a 


令 和 4 年度 の I LC 準備 研 
向け て 積極 的 に 対応 する と と も に 、 日 本 政府 が 主 
元 自治 体 等 と 連携 し た 国 へ の 一 層 の 働き か け 導 し 、 Me 倫 を 推進 する よう 国 へ 要望 (政府 予算 要望 











2 国民 ・ 県 民 理解 |・ 多様 な 主体 と 連携 し た 国民 ・ 県 民 理解 の 増進 |・ 東北 ・ 岩 手 に お 


ける 取組 の 進捗 状況 の 積極 的 な 発信 


の 増進 ・ メデ ィ ア に 対す る 情報 提供 の 強化 








県 内 外 へ の 普及 訂 発 の 推進 (リモ ー ト 等 
会 等 の 効果 的 な 開催 、 イ ベン ト 等 へ の 出展 に よる PR) 
地域 住民 を 対象 と し た 説明 会 等 の 実施 (KEK、 研 究 者 と 連携 ) 


に よる 講演 会 ・ 研 修 
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(3) 受入 体制 の 整備 ニン 「I LC に よる 地域 振興 ビジ ョ ン 」 の 推進 





具体 的 な 取組 内 容 





1 国際 研究 拠点 の 形 
成 支援 


〇 まち づく り ・ イ ン フ ラ 


整備 分 科 会 


(1) 港湾 ・ 道 路 
・ 通 行 課題 へ の 対策 や 保管 施設 の 配置 も 含め た 機材 輸送 に 係る 広域 的 な 計画 を 検討 。 (東北 1 LC 事業 推進 セン タ 
ー と 連携 ) 
・ 大 船渡 港 を 活用 し た I LC 大 型 機器 の 搬送 ヤー ト に お ける 橋梁 現況 調査 (県 管理 道路 の 橋梁 の 建設 時 の 設計 復元 
に よる 重量 耐荷 力 の 確認 












































(2) まち づく り 
・ [上 C を 契機 と し て 、 地 域 の 状況 に 応じ た まち づく り を 推進 する I し LC まち づく り の 方 向 性 に つい て 、 関 係 室 課 
と 情報 共有 ・ 意 見 交換 を 実施 。 (東北 I LC 事業 推進 セン ター と 連携 ) 
・I LC 周辺 地域 に お ける まち づく り モ デル ケー ス に つい て 、 関 係 団体 と 意見 交換 を 実施 。 









































(3) 環境 アセ スメント の 準備 
関係 室 課 及び 関係 機関 (KEK) と 情報 共有 ・ 意 見 交換 を 実施 。 








2 イノ ベー ショ ン の 
創出 


〇 産業 振興 分 科 会 





(1) 加速 器 関連 産業 の 集積 促進 
ア 技術 セミ ナー の 開催 
県 内 企業 の 加速 器 関連 産業 へ の 参入 を 促進 する た め 、 い わ て 加速 器 関連 産業 研究 会 に お いて 、 加 速 器 関連 の 研 
究 者 等 を 講師 し た 技術 シミ ナー を 実施 。 ( 全 5 回 開催 予定 ) 
イ 加速 器 コ ー デ ィ ネ ー タ ーー 等 に よる 支援 
加速 器 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 に よる マッ チン グ と その 後 の 技術 支援 等 を 実施 。 
ウ KEK 等 と の 連携 
KEK、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 工業 技術 セン ター、 い わ て 産業 振興 セン ター、 民 間 企 業 等 の 産学 連携 に よる 技術 開 
発 の 推進 (陽電子 源 冷 却 装 置 ) 




































































(2) 加速 器 関 連 先 端 技術 を 担う 専門 人 材 の 育成 
いわ て 加速 器 関 連 産 業 研 究 会 に 「 チ ャ レン ジ 部 」 を 設置 し 、 エ ンジ ニア や 設計 者 向け の 実習 な どの 技術 文 援 の 取 
組 を 実施 。 











(3) イノ ベー ショ ン 創 出 拠点 の 形成 
IL し LC を 核 と し た イノ ベー ショ ン 創 出 拠点 の 形成 に 向け 、 岩 手 医 大 ・ 岩 手 大 ・ 岩 手 県 立 大 ・ い わ て 産業 振興 セン 
ター・ 県 に よる 意見 交換 、 情 報 共有 等 を 実施 。 
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ILC に よる エコ 
社会 の 実現 


〇 グリ ー ン ILC 分 科 会 









































具体 的 な 取組 内 容 
(1) 大 学 、 民 間 企業 と の 共同 研究 (平成 30 年 度 ~) 
・I LC 施設 か ら 生じ る 排 熱 の 有効 活用 に 向け 、 ハ スク レイ ( 薔 熱 吸着 材 ) に よる オフ ライ ン 輸 送 の フィ ー ル ド 実 
験 (温泉 の 排 熱 を 輸送 し 、 ビ ニー ル ハ ウス で の 栽培 に 利用 ) を 実施 。 (岩手 大 学 、 東 日 本 機電 開発 帳 、 岩 手 県 ) 
・ ド ロー ン に よる レー ザー 測量 デー タ か ら 森 林 資 源 解 析 等 を 実施 し た 結果 を まとめ 、 学 会 等 で 発表 予定 。 (岩手 大 
学 、 ア ジア 航 測 帆 、 岩 手 県 ) 
(2) グリ ー ン 1 LC 普及 秦 発 


地域 の 林業 ・ 環 境 関係 者 等 と 連携 し な が ら 、 グ リー ン TI LC セミ ナー を 開催 し 、 
啓発 活動 を 展開 。( 計 2 回 開催 予定 (8 月 、 2 月) ) 





I し C の 多面 的 な 効果 に つい て 普及 

































































4 海外 研究 者 の 受入 |(]) 海外 研究 者 の 生活 支援 に 向け た 検討 
環境 整備 入国 後 の 行政 ・ 生 活 に 関す る 手続 等 に つい て 、 関 係 自治 体 と ワンストップサービ ス の 提供 に 向け た 検討 会 を 設 
置 。【 新 規 】 
〇 外国 人 居住 環境 分 科 会 (2) 外国 人 に 対応 し た 保育 の 検討 
〇 外国 人 研究 者 等 の 医療 保育 施設 で の 外国 人 の 子弟 受入 に 関す る 課題 等 に つい て の 調査 ・ 検 討 。 (1) の 検討 会 と 連携 ) 
分 科 会 (3) 医療 分 野 に お ける 外国 人 研究 者 等 を 支援 する 地域 の 体制 づく り 
〇 外国 人 研究 者 等 子弟 の 医療 通訳 者 養成 研修 会 の 開催 [県 南 広域 振興 局 ] 
教育 分 科 会 (4) 地域 の 小 中 学校 に お ける 外国 人 児童 ・ 生 徒 の 受入 れ 環 境 整備 
地域 の 小 中 学 校 で の 外国 人 児童 ・ 生 徒 の 受入 れ 上 の 課題 に つい て の 調査 検討 (ILC に 関す る 外国 人 児童 生徒 
教育 環境 整備 連絡 協議 会 」 (盛岡 市 、 奥 州 市 、 一 関 市 と 県 関係 部 署 に より 構成 ) ) 
5 交流 人 口 の 拡大 、|(1) 北上 サイ ト の 魅力 の 発信 ・ PR 等 
科学 技術 教育 水準 の | ア 海外 に 向け た 岩手 の 食 ・ 観 光 等 の 情報 発信 
向上 $ Twitter IIwate & the ILC」 一 IL 上 C に 関す る 情報 等 を リツ イー ト も 交え て 発信 。 
を 「THE KITAKAMI TIMES」 一 岩手 の 食 や 観光 、 生 活 を 発信 。 
| イ 平泉 世界 遺産 登録 10 周年 関連 行事 で の PR【 新 規 】 
| 平和 世界 導 産 録 10 周 年 と コラ ボ し た 1 し C シ ン ポジ ウム の 開催 。( 秋 頃 の 開催 に 向け て 関係 者 と 調 ) 
月 ガイ 1 全 去 








ウ イベ ント や グッ ズ を 活用 し た PR 






































し た PR グッ ズ の 作成 (I D エ ワー クシ ョ ッ プ (10 月 ) の 現地 視察 等 で 活用 )。 


県 関連 イベ ント や 県 内 プロ スポ ー ツ チー ム 等 と の 連携 や 、 建 設 候補 地 周 辺 の 地域 資源 の 活用 や 地元 企業 と 連 


携 








具体 的 な 取組 内 容 
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(2) 


I LC に 関連 する 教育 ・ 人 材 育成 の 推進 
ア ILC 推 進 モ デル 校 の 取組 の 推進 (県 立 高校 以外 も 対象 に 追加 ) 

ILC を 担う 人 材 の 育成 に 積極 的 に 取り 組む 学校 を 「I LC 推進 モデ ル 校 」 に 認定 ( 令 和 2 年度 : 10 校 )。 2 
月 に は 、 各 校 の 取組 成果 を 発表 する 「 成 果 交 流 会 」 を 開催 。 























イ 高校 生 加速 器 研究 施設 実地 研修 【 新 規 】 


加速 笑 や 素 粒子 な ど ILC に 関連 する 分 野 に 興味 を 持つ 高校 生 を 対象 に 、KEK で の 研修 を 実施 。 ( 計 2 回 予定 。) 





ウ 第 3 回 いわ て の 高校 生 サ イエ ンス & エ ンジ ニア リン グ チャ レン ジ ・ コ ン テ ス ト for ILC 





県 内 の 高校 生 を 対象 と し た 科学 ・ 工 学 コ ン テ ス ト を 開催 。 (11 月 開催 予定 。 令 和 2 年 度 は 5 校 7 チ ー ム が 参 
加 。) 優秀 な 成績 を 収め た チー ム を 対象 に 、 加 速 器 及 び 素 粒子 に 関す る 先端 研究 施設 で の 研修 を 実施 (3 月 )。 














(3) 


広域 振興 局 に よる 普及 啓発 

ア NE 
小 UR 前 授業 の 実施 及び 実施 回 数 増加 に 向け た 教員 の 理解 促進 
講演 、 セ ミ 等 へ の I LC 解説 普及 員 の 派遣 
i ET 





イ 0 





管内 図書 館 等 で の 普及 啓発 (国立 天文 台 水 沢 と の 連携 事業 ) 
中 学生 向け 出前 授業 の 実施 
医療 通訳 者 養成 研修 会 の 開催 【 再 掲 】 























